
諸戸北郎博士（1873-1951）

・日本人初の砂防担当教授
（東京帝國大學農科大學、
明治45（1912）年6月～
昭和9（1934）年3月）

・オーストリアに留学
（ 明治42（1909）年1月～
明治45（1912）年6月）

・我国最初の本格的砂防専門書
「理水及砂防工学本論」等を著述
（1915-1921年）するなど、

日本の近代砂防の礎を築く
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